小学校 第４学年○組　学級活動（２）指導案 
平成○年○月○日(○)　第○校時　○○教室　指導者(T1)担任　(T2)栄養教諭・学校栄養職員 
１　題材名　　「朝ごはんを食べて，生活リズムを整えよう」
２　児童の実態と題材について
（1） 児童の実態
岡山県学校栄養士会調査による「平成２８年度児童生徒の食生活・日常生活習慣等の調査報告書」の結果から，小学５年生の朝食を毎日食べる人は，８４．９％であった。朝食内容をみてみると，軽食型が一番多く４６．０％，次いで主食中心型が３５．６％であり，定食型は１５．７％であった。また，朝食を食べない理由としては，「おなかがすいていない」が４８．１％と一番多く，次いで「食べる時間がない」３７．９％，「気分がすぐれない」２５．８％であった。事前アンケートの結果や学級生活の様子から，小学４年生においてもこの調査結果と同じ傾向があり，この題材を取り上げることが必要な実態である。
（2） 題材設定の理由
本題材では，朝ごはんを食べるためには生活リズムを整えることの必要性を理解させ，規則正しい生活をしようという意欲をもたせることをねらいとしている。児童は，朝ごはんが大切だということは知っているが，朝ごはんを食べるための生活リズムの大切さは十分に理解できているわけではない。そこで，自分自身の朝ごはんと生活リズムの関係に関心をもたせ，正しい知識を身につけるとともに，学んだことを自分の生活に生かそうとする意欲を育てたいと考え，本題材を設定した。
３　食育の視点
・規則正しい生活をしようという意欲をもつ。（心身の健康）
・朝ごはんの大切さについて理解している。（食事の重要性）
４　評価規準
	集団活動や生活への
関心・意欲・態度
	集団や社会の一員としての
思考・判断・実践
	集団活動や生活についての
知識・理解

	・自分の生活に関心をもち，将来を健康に生きるため適切な生活習慣を確立しようとしている。
	・人それぞれ生活習慣が異なることを知り，日常生活の課題解決に向けて実践したことを共感的に捉えている。
	・朝ごはんの大切さについて理解している。


５　事前の指導
	日時
	児童の活動
	教師の指導・支援
	学習評価

	○月○日（○）
	・自分の生活アンケートに答える。
	・自分の生活リズムについて，事前に関心をもたせる。
	・自分の生活リズムについて振り返ることができたか。【関心・意欲・態度】


６　本時のねらい
早寝早起き朝ごはんの習慣が大切であることを理解し，規則正しい生活をしようとする意欲をもつことができる。
７　本時の展開
	
	学習活動
	指導上の支援
	学習評価

	
	
	T1（担任）
	T2（栄養士）
	

	導　入
	１　生活アンケートの結果から，クラスの実態を知る。

	○「朝ごはん」に関するリーフレットやポスターに触れ，問題意識を高める。
○生活アンケートの結果から，朝ごはんに関するクラスの実態を知らせ，本時のめあてを引き出す。

	●リーフレットやポスター等を示し，補足する。
●アンケート結果を示し，補足する。
	

	展　開
	２　朝ごはんのはたらきを知る。
３　規則正しい生活と朝ごはんの関係を考える。
４　自分の朝ごはんの内容と生活習慣を振り返る。
	○元気なAさんと元気のないBさんを比べて示し，理由を考えられるようにする。
・A：朝ごはん食べた
・B：朝ごはん食べてない
○Bさんの１日を示し，朝ごはんを食べるためにはどのように生活を改善するとよいか，自分で考えて班で話し合い，発表できるようにする。
○生活アンケートの結果から，朝ごはんの内容や就寝時刻と起床時刻に関するクラスの実態を知らせ，自分自身を振り返ることができるようにする。

	●朝ごはんのはたらきを示し，ワークシートにまとめることができるようにする。
・３つのスイッチ
（頭，体，おなか）
・朝ごはんを食べた後の体温変化（サーモグラフィ，グラフ）
●主食・主菜・副菜の料理カードを示し，主食だけでなく主菜と副菜が必要なことをワークシートにまとめることができるようにする。
●Bさんの１日を示す。
●活発に話し合いができるように机間指導する。
●アンケート結果を示し，補足する。

	・朝ごはんの大切さを理解している。【知識・理解】

	終　末
	
５　本時のまとめをする。

	○朝ごはんを食べるために，自分の生活リズム目標を決め，発表できるようにする。
○今後，生活リズム目標を守っていけるよう，生活リズムシートを使って，５日間の朝ごはんの時間，起きた時間，寝た時間を記録することを伝える。

	●生活リズム目標が書きにくい児童の支援をする。
	・自分の生活習慣を振り返り，改善しようとしている。【関心・意欲・態度】



８　事後の指導
	日時
	児童の活動
	教師の指導・支援
	学習評価

	○月○日（○）
	・５日間の実践を振り返る。
・実践について発表し合う。
	・自分の生活リズムが改善したかどうか振り返らせる。
・発表を通して，他者のがんばりを認め合えるようにし，実践意欲をさらに高める。
	・自己決定したことを実践し，定着化が図れたか。【関心・意欲・態度】
・他者のがんばりを共感的に捉えられたか。【思考・判断・実践】


めあて　　朝ごはんの大切さを知り，生活リズムを見直そう。





まとめ　　毎日朝ごはんを食べることは，


生活リズムをつくるためにも大切なことである。








